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第
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赤
松
農
林
水
産
大
臣
の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
約
国
会
議
出
席
に
関
す
る
質
問
主
意
書

大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
五
十
五
年
条
約
第

二
十
五
号
）
附
属
書
�
」
に
掲
載
す
べ
き
と
の
モ
ナ
コ
公
国
に
よ
る
提
案
に
つ
い
て
、
欧
州
各
国
に
続
き
、
米
国
政
府
も
提
案

を
支
持
す
る
と
表
明
し
、
採
択
阻
止
の
立
場
で
あ
る
我
が
国
に
と
っ
て
益
々
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
採
択
阻
止
に
向
け

て
政
府
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
二
年
三
月
七
日
に
放
送
さ
れ
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
番
組
「
新
報
道
二
〇
〇
一
」
に
赤
松
農
林
水
産
大
臣
が
出
演
し

た
際
に
、
「
私
も
締
約
国
会
議
に
出
席
し
採
択
阻
止
に
取
り
組
み
た
い
が
、
自
民
党
、
公
明
党
が
出
張
の
許
可
を
出
し
て
く

れ
な
い
の
で
、
ご
協
力
願
い
た
い
。
」
と
の
発
言
を
さ
れ
た
が
、
こ
の
発
言
の
意
味
は
自
由
民
主
党
及
び
公
明
党
に
赤
松
農

林
水
産
大
臣
の
締
約
国
会
議
出
席
を
妨
害
さ
れ
て
い
る
と
の
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
発
言
の
意
味
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

二

赤
松
農
林
水
産
大
臣
の
締
約
国
会
議
出
席
の
た
め
の
打
診
を
自
由
民
主
党
及
び
公
明
党
の
国
会
対
策
委
員
会
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

三

自
由
民
主
党
及
び
公
明
党
の
国
会
対
策
委
員
会
の
了
解
が
得
ら
れ
た
場
合
、
赤
松
農
林
水
産
大
臣
が
締
約
国
会
議
に
出
席

一



す
る
意
思
は
あ
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

四

締
約
国
会
議
は
平
成
二
十
二
年
三
月
十
三
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
三
月
十
三
日
、
十
四

日
、
二
十
日
、
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の
休
日
に
赤
松
農
林
水
産
大
臣
が
出
席
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
か
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


